
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
は

政
府
直
轄
の
３１
研
究
機
関
が

集
合
し
た
巨
大
な
シ
ン
ク
タ

ン
ク
。
国
内
外
の
社
会
科

学
、
人
文
科
学
、地
域
研
究
、

国
際
関
係
領
域
を
研
究
す
る

こ
と
で
ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
東

北
ア
ジ
ア
研
究
所
と
社
会
学

研
究
所
は
、
同
学
院
の
有
力

な
研
究
所
で
あ
る
。

調
印
式
は
い
ず
れ
も
ハ
ノ

イ
で
行
わ
れ
、
本

学
か
ら
町
田
社
研

所
長
率
い
る
訪
問

団
７
人
が
両
研
究

所
と
の
協
定
調
印

と
今
後
の
ベ
ト
ナ

ム
社
会
研
究
に
備

え
て
の
事
前
調
査

に
ハ
ノ
イ
を
訪
問

し
た
。

社
研
が
協
定
を

結
ん
だ
東
北
ア
ジ
ア
研
究
所

は
、
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
、

韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

持
ち
、
極
東
ア
ジ
ア
の
地
域

研
究
、
国
際
関
係
を
研
究
対

象
と
し
て
お
り
、
チ
ャ
ン
・

ク
ア
ン
・
ミ
ン
所
長
以
下
、

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
を
有
し
て

い
る
。
調
印
式
は
２
月
６

日
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院

東
北
ア
ジ
ア
研
究
所
で
行
わ

れ
た
。

翌
７
日
は
社
会
知
性
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
／
社
会
関
係

資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
と
社
会

学
研
究
所
と
の
調
印
式
。
同

研
究
所
長
ブ
イ
・
ク
ア
ン
・

ズ
ン
所
長
と
原
田
代
表
に
代

わ
り
村
上
俊
介
経
済
学
部
教

授
が
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

社
会
学
研
究
所
は
常
勤
・

非
常
勤
を
合
わ
せ
て
８０
人
の

研
究
者
を
擁
す
る

ベ
ト
ナ
ム
随
一
の

社
会
学
関
係
の
研

究
所
。
社
会
知
性

開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
と
社
会
学
研
究

所
は
、
２
０
１
０

年
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会
関

係
資
本
に
つ
い
て
共
同
研
究

を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

各
機
関
と
の
協
定
の
き
っ
か

け
は
１１
年
度
に
ベ
ト
ナ
ム
で

在
外
研
究
を
行
っ
た
嶋
根
克

己
人
間
科
学
部
教
授
が
緊
密

な
関
係
を
構
築
し
て
き
た
こ

と
に
よ
る
。

専
修
大
学
一
行
は
、
今
後

の
ベ
ト
ナ
ム
社
会
研
究
に
備

え
る
た
め
に
ジ
ェ
ト
ロ
・
ハ

ノ
イ
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
渡

部
伸
仁
同
セ
ン
タ
ー
次
長
な

ど
か
ら
貴
重
な
情
報
を
得

た
。
渡
部
氏
は
現
在
ハ
ノ
イ

在
住
で
あ
る
が
本
学
育
友
会

副
会
長
を
務
め
て
い
る
。

専
修
大
学
の
研
究
諸
機
関
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院

（V
i
e
t
n
a
m
A
c
a
d
e
m
y
o
f
S
o
c
i
a
l
S
c
i
e
n
c
e
s

）

の
二
つ
の
研
究
所
が
相
次
い
で
研
究
交
流
協
定
を
結
ん

だ
。
締
結
し
た
機
関
は
▽
社
会
科
学
研
究
所
（
以
下
、
社

研
。
所
長
∥
町
田
俊
彦
経
済
学
部
教
授
）
と
ベ
ト
ナ
ム
社

会
科
学
院
東
北
ア
ジ
ア
研
究
所
▽
社
会
知
性
開
発
研
究
セ

ン
タ
ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
（
研
究
代
表
∥

原
田
博
夫
経
済
学
部
教
授
）
と
同
学
院
社
会
学
研
究
所
。

専
修
大
学
社
会
科
学
研
究

所
と
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
共
催

の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
撮

る
』『
書
く
』『
話
す
』
の
い

ま
―
自
主
規
制
と
公
権
力
介

入
を
考
え
る
―
」
が
３
月
１

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
市
民
、
学
生
、

研
究
者
ら
２
２
０
人
が
聴

講
。
各
現
場
の
最
前
線
で
活

動
す
る
３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
自
主
規
制
や
公
権
力
介
入

の
あ
り
方
を
考
え
、
表
現
の

自
由
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
と

は
な
に
か
、
議
論
を
交
わ
し

た
∥
写
真
。

は
じ
め
に
作
家
で
日
本
ペ

ン
ク
ラ
ブ
会
長
の
浅
田
次
郎

氏
が
あ
い
さ
つ
。
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
本

学
の
山
田
健
太
文
学
部
准
教

授
（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事

・
言
論
表
現
委
員
長
）
が
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
原
総
一
朗

氏
、
桐
蔭
横
浜
大
学
の
河
合

幹
雄
法
学
部
教
授
（
法
社
会

学
）
、
日
本
ビ
デ
オ
倫
理
協

会
の
島
田
開
氏
が
登
場
。
自

主
規
制
団
体
で
あ
る
日
本
ビ

デ
オ
倫
理
協
会
に
対
す
る
警

察
∥
公
権
力
の
介
入
を
題
材

に
、
３
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
持
論
を
展
開
し
た
。

田
原
氏
は
「
表
現
の
自
由
と

は
憲
法
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
勝
ち
取
る

も
の
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

情
報
通
信
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
研

究
代
表
・
福
冨
忠
和
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
）

が
、
２
０
１
１
年
度
の
神
奈

川
県
「
大
学
発
・
政
策
提
案

制
度
」
（
※
）
に
採
択
さ
れ

た
。
研
究
期
間
は
本
年
４
月

か
ら
１
年
間
。

２
月
１０
日
、
表
彰
式
が
神

奈
川
県
庁
新
庁
舎
で
行
わ

れ
、
福
冨
教
授
は
、
ほ
か
に

採
択
さ
れ
た
５
大
学
の
代
表

者
と
共
に
黒
岩
祐
治
同
県
知

事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

た
。研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
大
規
模
災
害
時
に
携
帯
電

話
へ
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
配
信

を
行
う
た
め
の
臨
時
災
害
放

送
の
設
計
と
、
県
内
市
町

村
、
放
送
局
・
情
報
通
信
連

携
に
よ
る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル

な
災
害
情
報
基
盤
の
整
備
・

制
度
化
の
推
進
」。

※
神
奈
川
県
「
大
学
発
・

政
策
提
案
制
度
」
∥
専
門
的

な
知
見
や
人
材
等
を
有
す
る

大
学
と
一
層
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
県
政
の
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
２１
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
県
内
の
大
学
（
短
期

大
学
・
大
学
院
大
学
を
含

む
）
か
ら
県
政
に
か
か
わ
る

政
策
提
案
を
募
集
、

公
開
コ
ン
ペ
方
式
の

審
査
に
よ
り
選
ば
れ

た
提
案
に
つ
い
て
、

大
学
と
同
県
が
協
働

で
事
業
を
実
施
す

る
。

本
学
出
身
の
若

手
研
究
者
の
海
外

派
遣
な
ど
を
目
的

に
設
け
ら
れ
て
い

る
２
０
１
１
年
度

相
馬
学
術
奨
励
基

金
に
よ
る
海
外
研

究
員
に
青
木
章
通

経
営
学
部
教
授

（
平
８
院
経
営

修
）が
決
ま
っ
た
。

３
月
２６
日
か

ら
１
年
間
、

米
国
シ
ア
ト

ル
の
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
で
、
サ
ー
ビ
ス
産

業
に
お
け
る
価
格
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
収
益
性
の
関
係
に
つ

い
て
研
究
す
る
。

【
３
月
３１
日
付
】

中
西
優
美
子
法
学
部
教
授

（
在
職
１２
年
）

石
川

一
雄
法
学
部
教
授

（
在
職
１９
年
）

山
腰

京
子
経
営
学
部
教
授

（
在
職
１０
年
）

熊
倉

広
志
商
学
部
教
授

（
在
職
８
年
）

清
水

順
子
商
学
部
准
教
授

（
在
職
４
年
）

山
内

暁
商
学
部
准
教
授

（
在
職
３
年
）

ダ
ラ
ム

ヴ
ァ
レ
リ
ー
文
学

部
教
授

（
在
職
９
年
）

性
暴
力
被
害
者
支
援
な
ど
の
性
暴
力
対
策

に
つ
い
て
、
特
に
刑
事
法
分
野
か
ら
の
改
正

を
め
ざ
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
性
暴
力
の
実
態

を
踏
ま
え
今
後
の
日
本
の
性
犯
罪
規
定
の
あ

り
方
を
展
望
す
る
～
ア
カ
デ
ミ
ー
と
市
民
と

の
コ
ラ
ボ
～
」
（
法
学
研
究
所
・
今
村
法
律

研
究
室
主
催
）
が
、
１
月
２１
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
一
般
市
民
、
学
生
の

ほ
か
、
報
道
関
係
者
や
支
援
関
係
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
主
催
者
側
を
代
表
し
て
森
住
信
人

法
学
部
講
師
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
。
総
合
司

会
を
務
め
た
柳
本
祐
加
子
中
京
大
学
法
科
大

学
院
教
授
の
企
画
趣
旨
説
明
に
続
き
、
岩
井

宜
子
法
科
大
学
院
教
授
が
「
今
後
の
日
本
の

性
犯
罪
規
定
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
」
を
テ

ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
い
、
日
本
の
性
犯
罪

法
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
概
説
し
た
。

次
に
、３
人
の
研
究
者
と
サ
バ
イ
バ
ー（
性

犯
罪
被
害
者
）お
よ
び
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト（
市

民
運
動
家
）
の
辻
雄
作
氏
の
報
告
が
行
わ

れ
、
最
後
に
会
場
か
ら
の
質
問
に
報
告
者
が

答
え
た
。
柳
本
氏
は
「
被
害
者
支
援
に
目
線

を
合
わ
せ
た
法
改
正
を
め
ざ
し
、
今
後
も
市

民
と
ア
カ
デ
ミ
ー
が
協
力
し
て
支
援
の
充
実

と
法
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

研
究
者
に
よ
る
報
告
は
次
の
通
り
。

▽
「
性
犯
罪
規
定
の
あ
り
方
」
宮
園
久
栄

東
洋
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
▽
「
性
犯
罪

の
非
親
告
罪
化
」
柴
田
守
首
都
大
学
東
京
法

科
大
学
院
助
教
（
平
２０
院
法
博
）
▽
「
子
ど

も
に
対
す
る
性
的
虐
待
罪
の
創
設
に
つ
い

て
」
安
部
哲
夫
獨
協
大
学
法
学
部
教
授

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
心
理
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー（
代
表
・
長
田
洋
和
人
間

科
学
部
教
授
）
の
第
２
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
心
理
学
に
お

け
る
効
果
の
大
き
さ
と
ば
ら

つ
き
」が
２
月
２５
日
、生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
∥

写
真
。

は
じ
め
に
世
界
中
の
研
究

者
の
間
で
大
き
な
反
響
を
呼

ん
で
い
る
「T

h
e
P
H
D
M
o

v
i
e

」
を
上
映
。
続
い
て
セ

ン
タ
ー
員
で
あ
る
大
久
保
街

亜
人
間
科
学
部
准
教
授
、
岡

田
謙
介
人
間
科
学
部
講
師
の

２
人
が
、
「
心
理
学
に
お
け

る
統
計
改
革
」
を
テ
ー
マ

に
、
そ
の
制
度
の
変
化
や
現

状
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
研

究
報
告
を
行
っ
た
。

３
人
の
専
門
家
に
よ
る
講

演
で
は
▽
井
関
龍
太
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
（「
実

験
心
理
学
者
に
と
っ
て
の
効

果
量
」
）
▽
山
形
伸
二
独
立

行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
特
任
助
教（「
行
動
遺
伝
学

か
ら
み
た
効
果
量
―
遺
伝
子

と
環
境
は
ど
の
よ
う
に
個
性

を
生
み
出
す
か
―
」
）
▽
奥

村
泰
之
独
立
行
政
法
人
国
立

精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
外
来
研
究
員
（
「
検
定

力
分
析
と
標
準
化
効
果
量
を

超
え
て
―
正
確
度
分
析
と
非

標
準
化
効
果
量
―
」）が
、
最

先
端
の
研
究
成
果
を
発
表
。

質
疑
応
答
で
は
、
来
場
の

１
０
０
人
の
参
加
者
と
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

「
セ
ク
ハ
ラ
」
の
「
ハ
ラ
」
と
い
う
部

分
が
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
略
だ
と
い
う

こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
こ
の
言
葉
を
他

の
文
脈
で
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
は

案
外
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
語
で

は
「
嫌
が
ら
せ
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
こ
れ
で
は
ど
う
も
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
軽
い
。広
辞
苑
で
は「
嫌
が
ら
せ
」

が
「
相
手
の
い
や
が
る
こ
と
を
、
わ
ざ
わ

ざ
言
っ
た
り
し
た
り
す
る
こ
と
」
と
定
義

さ
れ
て
い
て
、
い
か
に
も
器
の
小
さ
い
人

ま

ね

間
が
悪
意
を
も
っ
て
す
る
幼
稚
な
真
似
、

と
い
っ
た
趣
で
す
。

実
はh

a
r
a
s
s
m
e
n
t

と
「
嫌
が
ら
せ
」
と
い

う
二
つ
の
言
葉
の
間
に

は
小
さ
な
溝
が
あ
っ

て
、
前
者
は
必
ず
し
も

行
為
者
に
悪
意
が
な
く

と
も
、
こ
ち
ら
を
し
つ

こ
く
悩
ま
す
よ
う
な
行

為
全
般
に
つ
い
て
使
う

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。h

a
r
a
s
s

と
い
う

動
詞
は
猟
犬
を
獲
物
に
け
し
か
け
る
と

き
の
掛
け
声
か
ら
派
生
し
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
代
の
英
語
で
は
し
ば
し

ば
受
動
態
で
使
わ
れ
ま
す
。
〝I

w
a
s

h
a
r
a
s
s
e
d
b
y
m
o
s
q
u
i
t
o
e
s
a
n
d

c
o
u
l
d
n
'
t
s
l
e
e
p
l
a
s
t
n
i
g
h
t
.

�
こ

れ
は
「
昨
夜
は
蚊
に
悩
ま
さ
れ
て
眠
れ
な

か
っ
た
よ
」
と
い
う
意
味
。
蚊
は
「
嫌
が

ら
せ
」
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
し
つ
こ
く
攻
撃
さ
れ
た
ら
誰
で
も
辟

易
し
ま
す
よ
ね
。

あ
な
た
自
身
に
悪
意
や
悪
気
が
全
く
な

く
と
も
、
あ
な
た
の
言
動
が
誰
か
の
心
身

を
悩
ま
す
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」に
当
た
り
ま
す
。
他
人

の
気
持
ち
は
な
か
な
か
容
易
に
推
し
測
れ

な
い
も
の
。
と
か
く
住
み
に
く
い
人
の
世

を
つ
か
の
間
で
も
住
み
よ
く
す
る
た
め
、

お
互
い
に
心
を
傾
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
桃
尾
美
佳
）

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／

心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
社
会
科
学
研
究
所
、
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー

神奈川県「大学発・

政策提案制度」に採択

情報通信研究センター

被害者の立場から性暴力・性犯罪を考える 法学研究所・今村法律研究室シンポジウム

研究プロジェクト

本
学
の
２
研
究
所
が
ベ
ト
ナ
ム

社
会
科
学
院
研
究
所
と
交
流
協
定

テーマは「心理学における

効果の大きさとばらつき」

大久保人 間
科学部准教授らが報告

▲ ベトナム社会科学

院社会学研究所と

の調印式。右が村

上経済学部教授

▲ 講演する岩井宜子法科大学院教授

▲ 社会科学研究所とベトナム社会

科学院東北アジア研究所の調印

であいさつする専修大学の町田

・社会科学研究所長

▲ 黒岩神奈川県知事

（右）と福冨教授

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」は「
嫌
が
ら
せ
」？

社
会
科
学
研
究
所
と
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

共
催
で
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

相馬学術奨励基金海外研究員に

青木章通経営学部教授

依

願

退

職

文・山田 モデレーターに

パネルディスカッション

市民ら２２０人が聴講

准
教授

（１０）２０１２年（平成２４年）３月２７日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４９８号


